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研究所紀要 8 号　福田　三校
『後撰和歌集』普通名詞の作者名について

　福田
　
孝
　
　　　
一
　
これまでの論の中で以下のようなことを述べてきた。
・現存する伝本のほとんどを為し底本として用いられることの
多い定家本は本文的には末流に位置し、非定家本の本文の方が古いと考えられること。
・未分化の詞書（後述）を持つ本文が古いと考えられることか
ら、その数が多い堀河本（巻一〜十四）と承保三年本（巻十四
1054あたり〜巻二十）が古いと考えられるこ
以上 （１）
と。
・もと世に出た後撰集は「題しらず」 「よみ人しらず」をほ
んど記さないものであったと考えられ、 「題しらず」 「よみ人しらず」が多く落ちている本は伝写過程 落ちたわけでなく元の状態を保持しており、 「題しらず
　
よみ人しらず」 「題よ
み人しらず」 「題 らず
　
よみ人も」といった写本間・同一
本内での書式の不統一はそれにより説明可能になりそうであること。そして「題しらず」 「よみ人しらず」が多く落ちて
いる本の方が古い本文と考えられること。
・未分化の詞書にあっても 「はべり」 「まかる」 など勅にしたがっ
て編集し奏上する言上の仕方が多く用いられているところから、 『後撰和歌集』は、原資料ママではなく、勅撰集編集の過程を経た詞書の体裁を備えて ると考えられること（したがって現存諸本を見る限り『後撰和歌集』は草稿あ いは未定稿と考えにくいこ
以上 （２）
と） 。
・作者名表記部分に記された人物の立場から統一性を持って記
された詞書を持つ古今集のような書き でなく、歌物語的に歌詠に関わる人々に いて複数の立場から記される書き方が後撰集のもともとの書き方であったと思われ、 集においては統一的な書式の詞書は後世的に手が入ったものと考えられるこ
以上 （３）
と。
以上のようなことから、
現存諸本の持つ徴証からは後撰集の現存諸本について次の二つの解釈ができるであろう、 一つは、 古今集 倣っ 「詞書＋作者名表記」の体裁を目指していた─撰集資料をもと
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に作者名を含んだかたちで作歌事情を記した詞書部分を「はべり」叙述の奏上体裁で整えるところに至り、つぎにその詞書から作者名を外して「詞書＋作者名表記」の形に書き改める作業を進め、その進行途中での未定稿のものが世に出た─。もう一つは、古今集の「詞書＋作者名表記」を見倣おうとしていなかった─作者名を含んで作歌事情を記す『万葉集』題詞に該当する書き方をするのが編者の撰集の完成形であって、その体裁 なしたも が世に出ただが、その書き方を不審として後世の伝来途上の書写者が古今集に倣う書き方に変更しようとしながらも 変更が未完結のものが伝来している─。こ 二解釈である。いずれも徴証からすると大胆に過ぎ であろうし、歌序・歌数の問題 あるの こうした状況を想定 ないと理解しかねるのが現存する後撰集諸本の様相なのであ 。
とも述べた
（１）
。
　
本論では他の勅撰集ではあまり例のない作者名表記部分に
「男」 「女」といった普通名詞が用いられていること
（４）
について考
察をしながら『後撰和歌集』では作者名表記部分がどうなっているのが元来であると考えられるのかに言及をし、後撰集が古今集のような詞書のかたちを取 なかった可能性について言及したい。　
諸本の系統を掲げておく
（５）
。本論で扱うのは二荒山本・片仮名
本・承安三年本、堀河本・雲州本・伝坊門局本、承保三年本、無年号Ａ類本・無年号Ｂ類 天福 である
（６）
。
　
一、汎清輔本系統


（一）二荒山本
　


（二） （１）片仮名本（２）伝慈円本（３）承安三年本
　
二、古本系統


（一） １ 白川切（２）角倉切・木曽切（３）堀河本



（二）胡粉地切


（三）行成本


（四） １ 烏丸切（２）慶長本（３）雲州本
　　　　
（五）伝坊門局筆本
　
三、承保三年本系統
　
四、定家本系



（一）無年号本
　　
Ａ類本・Ｂ類本


（二）年号本（承久本・貞応本・天福本など
　　　
二
　
普通名詞が作者名表記部分に集中的に現われている箇所
 巻
十一恋三の九首（
710〜
718）を、堀河本・伝坊門局本・天福本の
三本を対照するかたちで表１として掲げる。堀河本で傍線を引いた①〜⑤では作者名部分が無表記であり、堀河本は一見して乱れた様相である。対して伝坊門局本・天福本では「よみ人しらず」 「女（をんな） 」 「もとの女」が記されている。堀河本・伝坊門本・天福本以外の他本にも言及しながら比較し みたい
（７）
。
　
まず③である。堀河本では詞書内に「もとのめ」とあり作者
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名表記部分が無表記であり、伝坊門本・天福本では詞書内の対照箇所が無表記で作者名表記部分に「もとの女」とある。伝坊門局本・天福本では詞書内の「もとの女」が作者名表記部分に移記されたと理解される。堀河本のような詞書を論 は未分化の詞書と呼んでいる。片桐洋一は、歌作者名が 内にあって作者名表記部分に独立表記されない写本本文が先立ち、表記部分に記される写本本文が後であるとする
（８）
。作者名表記を
消してわざわざ詞書内 書き入れるという操作が想定し くいためである。未分化の詞書が古いものと見られる。ほかに、承安三年本・雲州本とが堀河本同様に未分化 ある、対して承保三年本 ・ 無年号Ａ類本 ・ Ｂ類 と は作者名表記部分にのみ「もとの女」とある。　
②贈答の答歌では堀河本同様、雲州本・無年号Ａ類本・Ｂ類
本が無表記である。堀河本は単純な誤脱ではなさそうである。贈歌の詞書内 「女」 「は めてあひしれりけ 女」 「はしめてあひしりて侍女」により答歌作者が「女」であることは知られ答歌の作者名表記部分は無くても構わないところであり
（９）
、伝坊
門局本や天福本 作者名 ように「女」 「よみ人しらす」 差違が生じる は後世の書写者らが恣意的に各人作者名表 部分に書き付けたためと考えると理解しやすい ほかに承安三年本・承保三年本で作者名表記部分は「 み人しらす」である。　
①贈答の答歌でも伝坊門局本 ・ 天福本にある「よみ人しらす」
が堀河本では無表記であ 。承安三年本も無表記であり、やり堀河本は誤脱ではなさそうである。②同様、詞書内「大納言
国経朝臣家に侍ける女」 「大納言くにつねの卿に侍ける女」 「大納言 の家に侍ける女」から答歌作者が「女」であ ことは知られ答歌の作者名表記部分は無くても構わないところである。堀河本・承安三年本のような無表記がもとの様態であると見え、伝坊門局本・天福本の「 み人しらす」は後世の書写者が作者名表記部分に書き付けたと見え 。 ほかに承保三年本 ・無年号Ａ類本・Ｂ類本で「よみ人しらす」と っている。　
④では堀河本は
714番歌作者名「きよなりか女」の脈絡下にあ
るが「よみ人しらす」は書かれず無表記である。伝坊門局本・承保三年本・無年 ・Ｂ類本 天福本 は前歌に作者名「もとの女」があって当該の④に「よみ人しらす」が書かれている。詞書中 「おとこのあけていてけれ 」 「おとこ あけてい侍けるに」 男の け い 侍けるに」から歌の作者 女性であることは知られ、作者名表記部分は無表記で構わず、もしき付け ならば③ ように詞書中から を持ってくるのであろうが相応しい名詞は見当たらな 、 すると②のよう 「女「よみ人しらす」が書き入れられるところであり、 ここでは「よみ人しらす」が用いられた 見え 。雲州本が堀河本同様に作者名部分が無表記である。　
⑤でも堀河本は④同様やはり
714番歌作者名「きよなりか女」
の脈絡下にあるのだが、無表記である。伝坊門局本・無年Ａ類本・Ｂ類本も無表記で るが、前歌
716「よみ人しらす」の脈絡
下にあることによる無表記と理解され 対して雲州本・天福本では作者名に「をんな」と書かれてい 。 「うちにまいりて
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…おとこに」 「内にまいりて…おとこに」とある伝坊門局本・天福本では作者が女であることは問題なく理解され が、堀河本「うちにまかりて
）（1
（
」であっても歌作者が女であることは知ら
れる。堀河本のよう 無表記であっても構わないところである。　
以上、①〜⑤で作者名部分が無表記である堀河本は一見乱れ
た様相と見えるが、実は の様態がもともとの後撰集の本文のあり方であったと見え た当該箇所から見る限りは「女」 「もとの女」といった普通名詞は後撰集において作者名表記部分にもともと書かれてい と見えないのである。　　　
三
　　「男」 「女」 「もとの男」 「もとの女」 「女の母」 「あるじの女」といった普通名詞は勅撰集では作者名表記部分に用いられることがほとんど無いと言われている
）（（
（
。それが多く用いられている
ところも後撰集が他の勅撰集 異なる 言わ ているところである。いま作者名表記部分に普通名詞が伝本中の一本にでもいられているところがあれば、対象写本内でその作者名表記部分がどうなっているかを一覧にしたものが表２ ある。贈答歌内の複数個所を含めて計上すると、全二十七箇所となる（前節で見た
713・
715・
717を含む） 。
　
じつは前節③
715番歌で見たような未分化の詞書に関わるもの
が多い。表中 最下部に◯印を付したもの 未 化の詞書に関わる。十六箇所
182・
185・
461・
470・
537・
699・
715・
991・
993・
1108・
1109・
1182・
1223・
1310・
1325・
1334が未分化の詞書に関わる（
537のように
詞書に 「をんな」 とだけあり作者名表記部分が 「をんな」 となっている場合も未分化の詞書として処理した
）（1
（
） 。
　
そして他の写本では「よみ人しらず」とあったり作者名表記
部分が無表記であったりする歌に△印を付したのは
713・
717・
725・
980・
981・
1317五箇所である。これらのうち
725・
980・
981は前節
②
713・
717で見たのと同様に詞書内容から歌作者が「女」である
ことが明らかであり、
1317は作者名表記部分が「女」となってい
る五本以外は承保三年本 ・ 伝坊門局本で 「よみ人 らず」 となってい 場合であるがやはり詞書内容から歌作者が「女」であることは明らかである。
713・
717同様やはりもとは作者名表記部分
が無表記であった 見られるものばかりである。　
あとは
425・
1142・
1164・
1259・
1260の五箇所である。
　
425については別に詳細に検討した論がある。作者名が無記で
左注に 「このをんなはたひらのこれときかむすめとなんまう 」（二） ・ 「コノ女ハ平ノ惟時カムスメトナム申スメル」 （片） ・ 「コノ女ハ大納言維時カ女ナリ」 （安） 本があり、対して伝坊門局本・承保三年本・ 年Ａ類本・Ｂ類本・天福本 作者名表記「平伊望朝臣女」は左注 基にして書き入れ たと見え、作者名も左注も元来は無かったと見える。堀河 のみに左注

「ある本にこのうたは大納言これときのむすめとなむ」と作者名表記「女」と両方が記されている。この「女」は伝世中の書写者が書き付けた のであり元来は二荒山本・片仮名本・承安三年本同様に無かっ のであろう。
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表１堀河本
伝坊門局本
天福本
　
大納言国経朝臣家に
　
侍ける女を
　
平定文しのひて侍ける時
　（中略）　かひなにかきつけて
　
はゝにみせよとてつかはしけるあ
　　
定文
むかしせし我かねことのかなしきはかいに契 なこりなるらむ　
返
　　
①
　　　　　　
うつゝにてたれ契けむさため きゆめ路にやとる我は我かは　
おほやけのつかひにてあつまへ
　
まかりけるに
　
女の
　（中略）　くれはとりといふあ を
　
つゝみてやり侍りけるに
　　
清原もちさね
くれはとりあやに恋しくありしかはふたむら山もこえすなりにき　
返
　　
②
　　　　　　
からころも立をおしみし心こそ二むら山のせきとなけりめ
　
大納言くにつねの卿の家に
　
侍ける女に
　
平定文いとしのひてかたらひ侍て
　（中略）　はゝに見せたてまつれとて
　
かひなにかきつけ侍ける
　　
平定文
むかしせしわかゝ ねことのかなしきはいかにちきり なこりなるらん　
返し
　　
よみ人しらす
うつゝにてたれちきりけんさためき夢路にたとるわ はわれかは　
おほやけつかひにてあつまのかたへ
　
まかるへき事有けるあひたに
　
はしめてあひしれり 女に
　（中略）　くれはとりといふあ を
　
ふたむらつゝみてつかはすとて
　　
清原諸実
くれはとりあやに恋しくありしかはふたむら山もこえすなりにき　
返し
　　
女
から衣たつをゝしみし心 そふたむ 山の関となりけめ
　
大納言国経朝臣の家に
　
侍ける女に
　
平定文いとしのひてかたらひ侍て
　（中略）　はゝに見せたてまつれとて
　
かひなにかきつけ侍ける
　　
平定文
昔せしわかゝね事の悲きは如何ちきりしなこりなるらん
710
　
返し
　　
よみ人しらす
うつゝにて誰契釼定なき夢ちに迷我はわれかは
711
　
おほやけつかひにてあつまの方へ
　
まかりけるほとに
　
はしめてあひしりて侍女に
　（中略）　くれはとりといふあ をふたむら
　
つゝみてつかはしける
　　
清原諸実
くれはとりあやに恋しく有しかはふたむら山もこえすなりにき
712
　
返し
　　
よみ人しらす
唐衣たつをゝしみし心こそふたむら山のせきとなりけめ
713
　
人のもとにつかはしける
　　
きよなりかむすめ
ゆめかともおもふへけれとおほつかなねぬにみしかはわきそかねつる　
少将さねたゝ
　
侍ける人をはなれて
　
こと人につきて
　
それよりかすかのつかいに
　
いてた は
　
もとのめ
の
　
いひつかはしける
　　
③
　　　　
空しらぬ雨にもぬるゝ我身かなみかさの山をよそにきゝつゝ　
あさかほのはな
　
まへにありけるさうしより
　
おとこのあけていてけれは
　　
④
　　　　　　
もろともにおるとはなしにう とけてみえにけるかなあさかほの花　
うちにまかりてひさしく
　
をともせさりけれは
　　
⑤
　　　
もゝしきはおのゝへくたす山なれやいりにし人のをとつれもせぬ
　
人のもとにつかはしける
　　
清成かむすめ
夢かともおもふへけれとおほつかなねぬにみしかはわきそかねつる　
少将さねたゝ
　
かよひ侍ける所をさりて
　
こと女につきて
　
それより春日のつかひに
　
いてたちて
　
まかりけれは
　　
もとの女
空しらぬ雨にもぬるゝ我身哉みかさの山をよそにきゝつゝ　
あさかほの花
　
まへに有けるさうしより
　
おとこのあけていて侍けるに
　　
よみ人しらす
もろともにおるとはなしにうちとけて見えにけるかなあさかほのはな　
うちにまいりてひさしう
　
をとつれさりけるおとこに
　　 　　　もゝしきはおのゝえくちし山なれやいりにし人のをとつれせぬ
　
人のもとにつかはしける
　　
きよなりか女
夢かとも思へけれとおほつかなねぬに見しかはわきそかねつる
714
　
少将さねたゝ
　
かよひ侍ける所をさりて
　
こと女につきて
　
それよりかすかの使に
　
いてたちて
　
まかりけれは
　　
もとの女
そらしらぬ雨にもぬるゝわか身哉みかさの山をよそ きゝつゝ
715
　
あさかほの花
　
まへにありけるさうしより
　
おとこのあけていて侍けるに
　　
よみ人しらす
もろともにおるともなしに打とけて見えにける哉あさかほの花
716
　
内にまいりてひさしう
　
をとせさりけるおとこに
　　
をんな
もゝしきはおのゝえくたす山なれや入にし人のをとつれもせぬ
717
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残る
1142・
1164・
1259・
1260、これらはすべて贈答に関わる。承保三
年本で贈答の三組を示すと、　　
おとこにつけてむすめをみちのくにゝやりたりけるを、そ
　　
のおとこ、こと心つきにたりときゝて「心うし」などおや
　　
のもとよりいひたりければ
　　　　　
よみ人しらず
1141　くも井ぢのはるけき程のそら事はいかなる風かふきてつげゝん
　　
返し
　　　　　　　　　　　　
女のおや
1142　あま雲のうきたる事ときゝしかどなほぞ心はそらになりにし
　　
賀朝法師、人のめにかよひはべりてみつけられ
1163　みなぐとも人にしらせじ世中にしられぬやまをしるよしもがな
　　
返し
　　　　　　　　　　　　
もとのおとこ
1164　よの中にしらぬ山ぢにみなぐともたにの心やいはでおもはん
表２
歌番号
二
片
安
堀
雲
保
坊
Ａ
Ｂ
天
巻四
夏
182
あるしのをんな
あるしの女
あるしの女
 （未分化）
 （未分化）
あるしの女
あるしのをんな
あるしの女
あるしの女
あるしの女
◯
185
《よみ人しらす》
《読人不知》
《読人不知》
《よみ人しらす》
《よみ人しらす》
 （未分化）
《よみ人しらす》
《よみ人しらす》
女
 （未分化）
◯
巻七
秋下
425
　
ナシ
《読人不知》
（消シ忘レ・二ト同ジ）
女
大納言平伊望朝臣女
大納言伊望かむすめ
大納言平伊望女
大納言伊望かむすめ
大納言伊望女
平伊望朝臣女
巻八
冬
461
 （未分化）
人のこのやつなる
人のこの八なる
　
ナシ
　
ナシ
むすめのやつになりける
　
ナシ
人のむすめのやつになりける
人のむすめのやつになりける
人のむすめのやつになりける
◯
470
をんな
女
 （未分化）
　
ナシ
　
ナシ
　
ナシ
　
ナシ
 （未分化）
　
ナシ
 （未分化）
◯
　　
人のむこの、いまゝうでこむとてまかりにけるが、ふみか
　　
よはす所ありときゝてひさしうまうでこざ ければ、あ
　　
とかたりのこゝろをとり かくなむいひつかはし る
　　 　 　　　　　　　
女のはゝ
1259　いまこむといひしばかりをいのちにてまつにけぬべしさくさめのとじ
　　
返し
　　　　　　　　　　
むこ
1260　かずならぬ身のみ物うくおもほへてまたるゝまでもなりにける な
　
これらには未分化の詞書になっている写本もなく、作者名表
記部分が無表記であったり「よみ人しらず」になっている写本もない。現存諸本からは作者名表記部分に普通名詞 「女のおや」「もとのおとこ」 「女のはゝ」 「むこ」が使われていたと見るしかない。　
ただ後撰集の贈答歌の詞書と作者名表記部分についてはやは
り他の勅撰集と元来は異なる表記が為されていたと見られる写本があることについて述べておく。
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巻九
恋一
534
536
536
537
「をむなのもとへつかはしける」「かへし」「またをとこ「をむな」
「女のもとへつかはしける」「返し」「又をとこ「をむな」
「女のもとに」「返し」「又をとこ「題しらす」
「女のもとに」「返」「おとこ「たいしらす」
女
「女のもとに」「かへし」おとこ「かへし」
をんな
「をんなのもとに」「かへし」「又をとこ」「かへし」
「女のもとに」「返し」「又おとこ「題不知」
「女のもとに」「返し」「又おとこ「をんな」
「女のもとに」「返し」「又おとこ「返し」
「女のもとに」「返し」「又をとこ「題しらす」
贈答
◯
巻十
恋二
699
をとこ
男
「をとこ返し」
　
ナシ
　
読人不知
《よみ人しらす》
　
おとこ
《よみ人しらす》
　
ナシ
　
ナシ
◯
巻十一
恋三
713
　
│
　
│
よみ人しらす
　
ナシ
　
ナシ
よみ人しらす
女
　
ナシ
　
ナシ
よみ人しらす
△
715
　
│
　
│
 （未分化）
 （未分化）
 （未分化）
もとのをんな
もとの女
もとの女
もとの女
もとの女
◯
717
　
│
　
│
　
─
　
ナシ
をんな
女
　
ナシ
《よみ人しらす》
《よみ人しらす》
をんな
△
725
　
│
　
│
女
よみ人しらす
をんな
よみ人しらす
女
よみ人しらす
よみ人しらす
よみ人しらす
△
巻十三
恋五
980
　
│
　
│
　
─
女
　
ナシ
　
ナシ
をんな
　
ナシ
ナシ
　
ナシ
△
981
982
983
984
　
│
　
│
　
─
　
ナシ
「返」（
983 ナシ）
「又かへし」
　
ナシ
「かへし」「又、をんな「かへし」
女「かへし」「又女のつかはしける」「かへし」
　
ナシ
「返し」「又おんな「返し」
　
ナシ
「返し」「又女のつかはしける」「返し」
　
ナシ
「返し」「又女のつかはしける」「返し」
　
ナシ
「返し」「又女のつかはしける」「返し」
贈答
△
990
991
992
993
　
│
　
│
「かへし」「おとこ」　
ナシ
　
ナシ
「女につかはしける」「おとこ」「女」「返」
おとこ
「かへし」「又」
おとこ
をんな「かへし」
男
「かへし」「又おとこ」「かへし」「又おとこ」
「返し」「又おとこ「返し」「又おとこ
「返し」「又おとこ「又返し」「又おとこ」
「返し」「又おとこ「又返し」「又おとこ」
「返し」「又をとこ「又返し」「又をとこ」
贈答
◯◯
巻十五
雑一
1108
　
│
　
│
　
─
 （未分化）
女の母
 （未分化）
 （未分化）
女のはゝ
をんなのはゝ
女のはは
◯
1109
　
│
　
│
　
─
 （未分化）
女の 御
 （未分化）
むすめの女御
むすめ 女御
むすめの女御
むすめ 女御
◯
巻十六
雑二
1142
　
│
　
│
　
─
「かへし」
女のおや
「かへし」
女の母
「返し」
女のおや
「返し」
女のおや
「返し」
女のはゝ
「返し」
女のはゝ
「返し」
女のはは
贈答
1164
　
│
　
│
　
─
「返」
もとのおとこ
「かへし」
もとの夫
「返し」
もとのおとこ
「返し」
もとのおとこ
「返し」
もとのおとこ
「返し」
もとのお
とこ
「返し」
もとのを
とこ
贈答
1182
　
│
　
│
　
─
いゑぬし
「…あるじの」
刀自子
 （未分化）
 （未分化）
いへあるしのとしこ
いへあるしとしこ
俊子
◯
巻十七
雑三
1223
　
│
　
│
 （未分化）
女
 （未分化）
　
ナシ
女
　
ナシ
　
ナシ
　
ナシ
◯
巻十八
雑四
1259
1260
　
│
　
│
女のはゝ「返し」
むこ
女の母「返」
むこ
女の母「かへし」
むこ
女のはゝ「返し」
むこ
女のはゝ「返し」
むこ
をんなのはゝ「返し」
むこ
をんなのはゝ「返し」
むこ
女のはは「返し」
むこ
贈答
巻十九
離別
1310
　
│
　
│
 （未分化）
女
　
ナシ
むすめ
女
　
ナシ
むすめ
むすめ
◯
1317
　
│
　
│
　
─
「返」
女
「かへし」
女
「返し」 よみ人しらす
「返し」 よみ人しらす
「返し」
女
「返し」
女
「返し」
女
贈答
△
1325
　
│
　
│
　
─
きみとおほしき人
 （未分化）
 （未分化）
 （未分化）
　
ナシ
　
ナシ
　
ナシ
◯
1334
　
│
　
│
　
─
 （未分化）
妻
たかとを
たかとをかめ
 （未分化）
 （未分化）
 （未分化）
◯
・太字が作者名表記部分に記されているもの。
　

・ 《》は前歌にある「よみ人しらす」の脈絡下のもの。
　　
・非太字は作者名表記部分にあって普通名詞と見られるもの。

・│は対象箇所ナシ、─は朱ナシ。
・ 「」は詞書のもの。

・◯は未分化の詞書、△はよみ人しらすかナシかに関わる
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大輔につかはしける
　　　　　
左大臣
950　今はゝやみ山をいてゝ郭公けちかきこゑを我にきかせよ
　　
返し
951　人はいさみ山かくれの郭公ならはぬさとはすみうかるへし
　
950詞書から知られるためであろう、諸本とも
951の作者名表記
が無い。
ある所のわらは女、五節のまひとのにさふらひてくつをうしなひてけり。輔元朝臣蔵人に侍てくつをかして返侍けれは
1148　立さはく波間を分てかつき てしほ木のもくつをいつかわすれむ（ 「ほ」は「お」の誤記）
　　
返
1149　かつきいてしおきのもくつをわすれすはそこのみるめを我にからせよ
　
堀河本では二首ともに作者名がない。諸本は
1148の作者名表記
が無く（
1147「よみ人しらず」を受けるためであろうか） 、
1149の
作者名を「輔元（朝臣） 」とする。
1148詞書内容からそれぞれの
作者が「わらは女」 「輔元朝臣」であること 分かるから堀河本の本文も有りえないわけではない（堀河本でも
1147は「よみ人
しらず」である 、無記になっている意味は他 とは異なると見える） 。堀河本は直前の
1146でも贈歌
1145の詞書から知られる作
者名「大輔」が無表記である。諸本で一本でも、詞書から知られるので贈歌・答歌いずれかの作者名が記されて ないと判断される場合は二十例がある（
68・
69・
71・
83・
278・
634・
641・
699・
736・
754・
831・
951・
1112・
1127・
1128・
1146・
1149・
1196・
1379・
1381））（1
（
。
　
以上、後撰集について普通名詞に関わる作者名表記を確認す
ると、多くが未分化の詞書と関係するか、作者名無表記・ 「よみ人しらず」と関係するか、あるいは贈答歌に関係している。贈答歌の普通名詞の作者名については普通名詞の詠人が書かれていなかった は言いにくいが、未分化の詞書と関係したり作者名無表記や「よみ人しらず」に関係する普通名詞の作者名はもともとは無表記であった可能性が高いとは言えるであろう。もと詞書だけで作者名表記が空白であったところに、後世の書写者らが書き加えたと見られるところが多く存するのである。　　　
四
　
冒頭に述べたように、もと世に出た後撰集は作者名表記が無
かったか、あるいは詞書内から歌作者名を抜き出して作者名表記部分に移記しようとした作業が不完全 あった め、と本論者は考えている。　
先蹤として存在した古今集詞書と比較するところから始めた
い。 「古今集詞書は、編者がある程度文体を整理し、統一せんとしたようであり、 かなりパターン化されている
）（1
（
」 「 「いつ」 「ど
こで」 「何を」詠んだ歌 どを一文でまとめ くのが基本的な詞書の形
）（1
（
」から知られるように、それまで規範の無いとこ
ろにあって第一勅撰集として明快な たちで分かりやすく かれているのが古今集の詞書 いえる。例えば
）（1
（
、
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・心地そこなひてわづらひける時に、風にあたらじとてお
ろしこめてのみ侍りけるあひだに、をれるさくらのちりがたになれりけるを見てよめる
　　
藤原よるかの朝臣
（
80）
・やよひのつごもりがたに山をこえけるに、山河より花の
ながれけるをよめる
　
ふかやぶ（
129）
・山に郭公のなきけるをききてよめる
　　
つらゆき（
162）
・僧正遍昭がもとにならへまかりける時に、をとこ山にて
をみなへしを見てよめる
　　
ふるのいまみち（
227）
・仁和のみかどみこにおはしましける時、ふるのたき御覧
ぜむとておはしましけるみちに遍昭がははの家にやどりたまへりける時に、庭 秋ののにつくりておほむ物がたりのついでによみてたてまつりける
　　
僧正遍昭（
248）
である。これに対して後撰集の詞書は次の通りである。
・ある人のもとににひまゐり 女の侍りけるが、月日ひさ
しくへて、む月のついたちごろにまへゆるされたりけるに、雨のふるを見て
　　
よみ人しらず（
4）
・あれたる所にすみ侍りける女、つれづれにおもほえ侍り
ければ、庭にあるすみれの花を みていひつかはしける　　
よみ人しらず（
89）
・すけのぶが母身まかりてのち、かの家 敦忠朝臣 ま
りかよひけるに、さくらの花のちりける りにまかりて木のもとに侍り 家の人のいひいだしける
　　
よ
み人しらず（
105）
・宮づかへしける女の、いその神といふ所にすみて、京の
ともだちのもとにつかはしける
　　
よみ人しらず（
116）
これらによりながら、古今集と後撰集との、詞書部分と作者名表記部分との関係を確認してみたい。古今集 詞書は次のように書き直すこ ができる。
・藤原よるかの朝臣、心地そこなひてわづらひける時に、
風にあたらじとておろしこめてのみ侍りけるあひだに、をれるさくらのちりがたになれりけるを見てよめる
・ふかやぶ
、やよひのつごもりがたに山をこえけるに、山
河より花のながれけるをよめる
・つらゆき
、山に郭公のなきけるをききてよめる
・ふるのいまみち
、僧正遍昭がもとにならへまかりける時
に、をとこ山にて み へしを見て
・仁和のみかどみこにおはしましける時、ふるのたき御覧
ぜむとておはしましけるみちに遍昭がははの家にやどりたまへりける時に、僧正遍昭
、庭を秋ののにつくりてお
ほむ物がたりのついでによみてたてまつりける
　
作者名部分（傍線部）を詞書内に入れたものである。文とし
て問題なく成立する。これが古今集の詞書部分と作者名との関係である。作者名表記部分に記されている固有名は、頻用される「…よめ 」や「…よみてたてまつりける」の主語として立てることが可能である。後撰集の詞書ではこの操作はできない。作者名はすべて「よみ人しらず」な でこの「よみ人しらず」
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を詞書内に入れるわけにはいかず、またすでに詞書内に歌作者は「にひまゐりの女」 「あれたる所にすみ侍りける女」 「家の人」「宮づかへしける女」として書き出されているのである。こうしたことが今まで言われていた、古今集の詞書は一人称的であり後撰集の詞書は三人称的であ 、ということの実相であろう
）（1
（
。
そして、詞書内に出ているにも関わらず固有名として書き出すことができない場合 暫定的に用いられているのが後撰集の「よみ人しらず」なのである。　
古今集について有題の詞書（すなわち歌作事情が知られる、
「題しらず」でない詞書）と「よみ人 らず」との関連を触れておきたい。古今集千百首中に「よみ人しらず」歌は四百二十五首ある。このうち「寛平御時きさいの宮の歌合のうた」のような歌合歌が十首・物名歌 七首・贈答歌関係歌が十首（古今集に贈答 は十八組なので十首は多い、後出）であり、三百九十七首が残る。そのうち有題の詞書の歌は四首（後述）で 残る三百九十四首が「題しらず」歌となる。したがって古 集においては「よみ人しらず」歌はほとんどが「題 らず」る（ 「題しらず
　
在原行平朝臣」のように、作者名が記される
「題しらず」歌は百七十三首ある） 。知られることは古今集では歌はまず作者名が知 れるか否かで大 く二分類でき、作者名が知られる歌が作歌事情が分かる歌と分からな 歌とに二分類できる、ということである。作者名が知られない歌は作歌事情が知られない歌がほとんどなのであ 。これには作歌の時代に関わるという認識が行なわれており、六歌仙時代 先行する古
い歌が「よみ人しらず」時代と見做すことができる─例えば安田喜代
門
）（1
（
─とされている。 「よみ人しらず」は「題しらず」と
一揃いなのであり、古今集では歌は作者名が知られるか否かによってまず性格付けられることになる
）（1
（
。
　
対して後撰集では千四百二十五首中に「よみ人しらず」歌は
七百首、うち単独詠 中に「題しらず」歌は二百四十四首しかない。歌合歌が九首、有題の詞書を持つ歌が二百八十首である。古今集とは事情が異なる。贈答歌は全部で百八十七組三百八十八首あり、そのうち贈歌か答歌 いずれかのよみ人が知られない贈答歌は九十六組あり、その中によみ人しらず歌は百六十七首ある（ 「題しらず」で記名 は七十七首、 「題しらず」の贈答歌で贈歌答歌ともに記名である 答は十一組ある） 。後撰は歌は作歌事情によってま 性格付けられるのである。　
さて、古今集のなかにあって後撰集的な詞書を持つ歌がある。
有題な詞書を持ちながら よみ人しらず」 歌となっており、 古今集としては例外的な 々である。これらについて見て きた 。　「よみ人しらず」でありながら作歌事情が知られる詞書をまず見る。有題の詞書を持ちながら「よみ人しらず」となってる四首である。　１
 女のおやのおもひにて山でらに侍りけるを、ある人のとぶらひつかはせりければ、返事によめる
　　
よみ人しらず
（
844）
　
２
 をののちふるがみち くのすけにまかりける時に、はは
の
よめる
　　　
（よみ人しらず） （
368）
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３
 きのむねさだがあづまへまかりける時に、人の家にやどりて暁いでたつとてまかり申ししければ、女
のよみていだせ
りける
　　
よみ人しらず（
377）
　
４
 をとこの人のくににまかれりけるまに、女
にはかにやまひ
をして、いとよわ なりにける時よみおきて身まかり ける
　　
よみ人しらず（
858）
　
２・３は歌を送られた人の固有名が分かる例であり、四例の
中では２のみが「をののちふるのはは」を作者名とすることが出来るが、他は後撰集のように「男」 「女」 「女」 普通名詞で書き付け しかない。２・３・４ではその普通名詞が詞書内に出ており（傍線部） 、古今 他 詞書と書き様が異なる。先に見たように作者名表記部分の固有名を 内に入れることはできない め他の詞書と同列に扱うことはできず、詞書と作者名相互の関係性の決まり事から実ははみ出していて困ったうえで現在の処理に到っているものと見ることができる。この四例は後撰集の詞書と同じあり方である。 「よみ人しらず」は無くてもよいものと言える。　
次は贈答歌に関わってである。贈歌・答歌ともに記名は八組397・
398、
424・
423、
556・
557、
617・
618、
736・
737、
782・
783、
914・
915、
978・
979、これらは問題がない（他に二組がある。後述） 。贈歌・
答歌ともに「よみ人しらず」は二組
973・
974、
1007 ・
1008、これら
は 「題しらず」 なのでやはり問題ない。贈歌が記名で答歌が 「よみ人しらず」は二組
476・
477、
971・
972、贈答歌では通常贈歌の詞
書に詠歌事情が記され、それ 贈歌詠人を主体として記すこと
になるのでやはり通常と同じ詞書のあり方となり、答歌「返し
　
よみ人しらず」という言い方の特異性が浮かび上がることにはならない。贈歌が「よみ人しらず」で答歌 記名は四組
62・
63、
645・
646、
654・
655、
706・
707、この四例は「よみ人しらず」が詞書
の主体となるのでその書き方 古今集 しては不自然になる。掲出する。　
５
 さくらの花のさかりに、ひさしくとはざりける人のきたりける時によみける
　
よみ人しらず（
62）
　　
返し
　　
なりひらの朝臣（
63）
　
６
 業平朝臣の伊勢のくににま たりける時、斎宮な人にいとみそかにあひて又 あしたに人やるすべなくて思ひをりけるあひだに、女
のもとよりおこせたりける
　　
よみ人しらず（
645）
　　
返し
　　
なりひらの朝臣
　（
646）
　
７
 たちばなのきよきがしのびにあひしれりける女
のもとより
おこせたりける
　　
よみ人しらず（
654）
　　
返し
　　
たちばなのきよ木（
655）
　
８
 ある女
の、なりひらの朝臣をところさだめずありきすとお
もひて、よみてつかはしける
　　
よみ人しらず（
706）
　　
返し
　　
なりひらの朝臣（
707）
　
答歌詠人が「なりひらの朝臣」 「たちばなのきよき」であり、
彼らと歌を遣り取りする贈歌の相手人物の名が不明（あるいは伏せたほうが良い）なので「よみ人しらず」となっていると見られる。５は詞書の主語にあたるのが「よみ人しらず」であり、
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６・７・８は贈歌の詠人が詞書中に「…女
のもとよりおこせた
りける」 「
ある女
の…」と出ていて作者名表記部分に「よみ人
しらず」と書かれ、これら詞書の記し方は古今集としてはやはり異例であ 。　
他に「よみ人しらず」とはならないと思われるのだが、古今
集の詞書と ては変則的な三首がある。　
９
 業平朝臣きのありつねがむすめ
にすみけるを、うらむるこ
とありてしばし ひだひるはきてゆふさりはかへりのみしければよみてつかはしける（
784）
　　
返し
　　
なりひらの朝臣（
785）
　
10 式部卿のみこ閑院の五のみこ
にすみわたりけるを、いくば
くもあらで女
の身まかりにける時に、かのみこ
すみけ
る帳のかたびらのひもにふみをゆひつけたりけるをとりて見れば、む しのてにてこのうた なむかき けたりける（
857）
　
11 業平朝臣のはは みこ
長岡にすみ侍りける時に、なりひら
宮づかへすとて時時もえまかりとぶらはず侍りければ、しはすばかりにははのみこ
のもとよりとみの事とてふみをも
てまうできたり、あけて見れば とばはなくてありけるうた（
900）
　　
返し
　　
なりひらの朝臣（
901）
　
９は前歌
783に「返し
　
小野さだき」とあり作者名「紀有常が
女」が期待されるにも関わらず無記となっていて詞書内に「きのありつねがむすめ」が出ている（注
11で異本に「女」と出る
のは当該歌である） 。
10は前にある
855「題しらず
　
よみ人しらず」
の脈絡内にあって作者名「閑院の五のみこ」が期待されるにも関わらず無記とな いて詞書内に「閑院の五のみこ」が出ている。
11は前にある
886「題しらず
　
よみ人しらず」の脈絡内に
あって作者名「業平朝臣のははのみこ」が期待されるにも関わらず無記となっていて詞書内に「業平朝臣のははのみこ」が出ている。　
以上、古今集の作者名表記としては特異な十一例を見てきた
）11
（
。
固有名が知 れな 場合・贈答歌の場合・人物関係を述べるため比較的長い詞書を持つ である。これら古今集中の異例からすると、同様な場合 多く持つことになると思われる後撰集が詞書と作者名表記の記し方について古今集を踏襲しようとしなかったとしてもおかしくはないように思われる。　　　
五
　
辻田昌三は「古今集詞書もまた試行である」 「古今集が試み
た詞書の体裁は、中国や本朝の詩賦の題詞を一つの範 し 、これを日本語で表出する他はなかったと考えられ 」と述べながら、 「後撰集は古今集のみを念頭に置いて、ある時はこれを範とし、ある時は相反する立場に立って先述されたとす のが実際であったと考えられる」と述べている
）1（
（
。本論も同じような
認識に立っている。ただし、唯一の前例古今集を範とはしなかったのではないか いうのが本論 であ 。後撰集は古
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今集とは異なる性格の歌集を作ろうとして古今集の詞書の書き方とは異なる書き方を採用したのであろう。にも関わらずそ独自性が理解されないで、後世の伝来途上の書写者らが古今集に倣う書き方に変更しようとしながらもその変更が不完全なものが伝来している立場からの論である
）11
（
。もともと「よみ人しら
ず」は後撰集の作者名表記部分には書かれていなかったのではないか、普通名詞もでは について述べ、そして古今集の詞書 書き方は後撰集の詞書の方向性からは踏襲す わけには行かな ったのでないかを古今集中の特異な作者名表記十一例から考えてみ 。（１）福田孝「後撰集
 定家本の位置づけについての小論」 「武蔵野大
学日本文学研究所紀要」第７号
2019.2
（２）福田孝「後撰集「題しらず」 「よみ人しらず」をめぐって」 「日
本語と日本文学」第
65号
2020.2
（３）福田孝「後撰集四二五番歌の詞書本文をめぐって」 「汲古」第
75号
2019.3
（４）小笠原彰子「後撰和歌集の詞書に関する一考察」 「国文
　
第六
十五号」
1986.7 は本論同様に作者名表記部分の普通名詞を扱って
いる。まず本文の問題として扱うのがよいだろうというのが本論の立場である。
（５）杉谷寿郎『後撰和歌集前後』青簡社
2016 の整理による。杉谷の
かつての『後撰和歌集諸本 研究』にある系統整理をもとに、その刊行後に出現した伝坊門局本を含めて再整理された一覧である。
（６）諸本としては以下を使用した（歌番号は所引論文内の歌も含め
てすべて新編国歌大観番号を使用した） 。二荒山本：
 小松茂美『日本名跡叢刊
 二荒山本後撰和歌集
 上下』
二玄社
片仮名本： 田孝雄『後撰和歌集』古典保存会承安三年本：鳥取図書館蔵堀河本：
 国文研

電子資料館

マイクロ／デジタル目録ＤＢ
「
100061314 八代集」
雲州本：
 久曽神昇・深谷礼子『後撰和歌集〔雲州本〕と研究』未刊国文資料刊行会
承保三年本： 『天理図書館善本叢書
69 後撰和歌集別本
 詞花和歌集』
伝坊門局本：片桐洋一『後撰和歌集
 伝坊門局本』和泉書院
天福本： 『冷泉家時雨亭文庫
 第三巻』朝日新聞出版
2004
無年号Ａ類本：
 「中院本後撰和歌集」 大阪女子大学国文学研究室 『後撰和歌集総索引』大阪女子大学
1965
無年号本Ｂ類：日 大学蔵「正平本後撰和歌集」
（７）ただし承安三年本は
716以降に朱がないので扱うことができない。
（８）片桐洋一「 『後撰集』の本性」 「国語国文」第二五巻五号
1956.5 ・

「 『後撰集』の物語性」 「国語と国文学」第四四巻第一〇号
1967.10 、
いずれものちに片桐洋一『古今和歌集以後』笠間書院
2000 に所収。
（９） 「よみ人しらす」が無くてもよいことは、一節三点目の「もと
世に出た後撰集は「題しらず」 「よみ人しらず」をほとんど記さないものであったと考えられ」という考察に基づく。以下、①④も同様である。
（
10）
717番歌は、堀河本「まかる」は「まいる」の誤記の可能性もあ
るが、勅撰集の詞書では「まかる」 「まうでく」が丁寧語的に使わ
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れている場合があり必ずしも誤用とはならない。例えば「…女の京へまかりけるにあひて」 （承保三年本、巻十九
 羇旅
1361）など。
田所寛行「後撰和歌集詞書に見る対象尊敬と聞手尊敬」 「茨城キリスト教大学紀要
 人文科学」第
32号
1988 。
（
11）例えば、古今和歌集諸本の中で作者名表記部分が普通名詞となっているのは元永本・寂惠使用俊成本・永暦二年俊成本
784番歌
「女」だけである（西下経一・滝沢貞夫『古今集校本』笠間書院2007 による） 。拾遺和歌集においては全系統
1116番歌「女」 、異本第
一系統
1181番歌「むすめ」 、異本第二系統
1262番歌「女」があるだけで
ある（片桐洋一『拾遺和歌集の研究』大学堂書店
1970 による） 。
（
12）ただし
537番歌の詞書・作者名は他と事情が異なる。 「をむな
　
」
「題しらす
　
」 「たいしらす
　
女」 「かへし
　
おんな」 「かへし
　
」
と書き方が分かれている。こうした混乱は、詞書部分に「をむなとだけあったのが元のかたちで、伝世中 書写者らが
534〜
536の贈
答に含めるか否か各人判断して改変したことにより生じたと見と事態が説明可能となる。検討を加えて「題しらす」歌として贈答歌に含めない する竹端紀子「定家本『後撰和歌集』における校訂意識」 「詞林」第
59号
2016.4 がある。
（
13）
1141の作者名表記が無表記であったり
1163が「人のめにかよひける
見つけられ侍て
　　
賀朝法師」となっているのに対して堀河本・
承保三年本が未分化の詞書になっているところからすると もともとはそれぞれ詞書が「女のおや、返し」 「もとのおとこ、返 」「…女のはゝかくなむいひつかはしける」 「むこ、返し」となっていた可能性があると 論は考えている。
（
14） 神谷かをる「 「よむ」歌から「いふ」歌「かく」歌へ」第
45巻
４号
1976.4
（
15）田中まき「 『古今集』詞書の書き方」 「文林」第
34号
2000.3
（
16）本節の本文は古今集・後撰集ともに新編国歌大観の本文を用いた（それぞれ伊達本・天福本） 。後出の数字算出も同様である。
（
17）片桐洋一が言うとおり「 『古今集』の詞 は、すべて撰者の立場から、いわば三人称に類する形で記述されている」ものである
（ 「古今集の場
- 上
- 」 「文学」 第
47巻８号
1979.8 のち 『古今和歌集以後』
笠間書院
2000 に所収） 。西下経一『日本文学史
　
第四巻』三省堂
1942 以来、後撰集の詞書を三人称的とするが、作者名を含んで作
歌事情が記される書き方を後撰集詞書がもともと採用していたせいであろうと本論では考えている。
（
18）安田喜代門『古今集時代の研究』六文館
1972
（
19）古今集においては「よみ人しらず」歌は「題しらず」歌であって、歌を性格付けるさいよみ人が分かるか分からないかがまず問題となる。よみ人が知られない歌は詠まれた事情も分からないのである。その様相からすると「題しらず
　
よみ人も」という言い
方は考えにくいことになる。 （よみ人の名は分からないけ ど題知られるという歌は四例のみである） 。
（
20）業平関係歌が五組あるのが目立つが、もともと贈答歌十八組中に業平関係歌が八組あるのでこう のであろうか。業平関係歌の詞書が古今集内 示す特異性と関係する可能性もあろう。
（
21）辻田昌三「後撰集詞書の場合─仮名文生成の一段階 して─」
『国語語彙史の研究
　
第十四集』和泉書院
1994
（
22）以下によっても未分化の から作者名を独立させ作者名表記部分に移記する所為をなしたのは、後撰集撰者ではなく、後世の伝来途上の書写者であると考え 。
　
第二節の
715や注
13で見た
1163の短い詞書では単に作者名を独立させ
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て作者名表記部分に移記すれば古今集の詞書のように書きなせるが、複数人物が関わる内容を持つ次のような では事は容易でない。まず天福本本文を掲出する。
　　　
すみ侍ける女宮つかへし侍けるを
　　　
ともたちなりける女おなしくるまにて
　　　
つらゆきか家にまうてきたりけり
　　　
つらゆきかめまらうとにあるしせんとて
　　　
まかりおりて侍けるほとに
　　　
かの女を思かけて侍けれはしのひてくるまにいれ侍ける
　　　
つらゆき
　　
浪にのみぬれつる物を吹風のたよりうれしきあまのつり舟
　（巻十七雑三
1224番歌、堀河本（定家本系統の本文を持つ部分） ・雲
州本・伝坊門局本も同様の本文である）
　
傍線を引いた「つらゆきかめ」は、 「かの女を思かけて侍けれは」が意味的に抵触するものの、 「しのひてく まにいれ侍ける」にまで掛かっていくと見え、作者名表記「つらゆき」を意識しないかぎり当該歌は「つらゆきかめ」の詠作である理解が成立して まう（作者名「つらゆき」は「すみ侍ける」 「かの女を思かけ 侍けれはしのひてくるまに れ侍ける」にしか関係せず読み取りに支障が生じる） 。こうした事態になっている は、次 ような未分化の詞書（承保三年本） ら 部「貫之 のみを抜き出 て作者名表記部分に移記する単純操作 よるためであると思われる。
　　　
すみ侍ける女みやつかへし侍けるを
　　　
ともたちにて侍ける女おなし車にて
　　　
貫之か家にまうてきたりけり
　　　
貫之かをんなあるしまらうとにある せむとて
　　　
まかりをりて侍けるほとに
　　　
かの女をおもひかけて貫之くるまにいひいれ侍ける
　
こうした未分化の詞書が本来的なものなのであろう（ 「侍り」叙述である） 。単純な所為によった天福本 ような本文は古今集の詞書とは似て非なるものである。後撰集撰者はこうした稚拙な所為はなさないであろう
　（ 『詞のつかね緒』で宣長は詞書から語「つらゆき」をすべて無くす。　　　
すみ侍ける女、みやづ へし侍けるを、
　　　
その友だちなりけるをんなと、おなじ車にて
　　　
まうできたり り、
　　　
妻なる女、まらうどに、あるじせんとて、
　　　
まかりおりて侍りけるほどに、
　　　
かの女を思ひかけて侍ければ しのびて車にいひいれ侍ける
　　　
つらゆき
　
これだと作者名「つらゆき」は却って影響力を持って詞書全体を覆う とになる。古今集の詞書に準ずるならばこうした書き方になるのであろう）
